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 2-2  〈月間個人実績〉で行う設定 

〈月間個人実績〉では、提供実績登録の他、給付管理票作成に関連していくつかの設定項目があります。 

 

＜請求対象外＞ 

基準年月の実績の内容を給付管理データとして反映させない場合は、「請求対象外」として保留扱いに設定で

きます。 

 
 

＜超過単位数の調整＞ 

利用単位数が給付制限を超えたときの超過分を、指定のサービス提供事業所のサービスから自費分にする場

合、自費分の振分け優先順位と給付管理単位数の設定ができます。 

 

 

①［超過単位数の調整］ボタンをクリックする 

 

②優先度を変更する場合は、該当するサービスを選択し［優先度 高↑］ボタンをクリックし操作する 

優先度を下げる場合は、［優先度 低↓］ボタンをクリックする 

 

③制限単位数を指定する場合は直接単位数を入力する 

 

「暫定」状態では請求対象になりません。 

 

自社で提供サービスも実施している場合、支

援モードで「暫定」状態の場合、提供モード

でも請求対象外です。 

初期設定では利用単位数の多いサービスから順

位を設定します。 

優先度をクリアする場合は［優先度クリア］ボ

タンをクリックします。 

例では福祉用具貸与サービスの優先度を 1 番

にしています。 

福祉用具貸与サービスが全額自費となり、残り

の超過単位数が優先度 2 番のサービスに振り

分けられました。 

制限単位数を指定する場合は、該当のサービス

行を選択し、単位数を入力して［設定］ボタン

をクリックします。残りの単位数が優先度 2 番

のサービスに振り分けられます。 
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＜実施チェック（「提供票（実績報告）」の実績を確認する）＞ 

サービス提供事業所からの「提供票（実績報告）」を見ながら、実績データの確認チェックができます。確認

済みのサービスにチェックをしておくと、実績作成後に間違えて上書きされることを防ぎます。 

複数の職員でファーストケアを使用する場合は、ぜひご利用ください。 

 

 

  

    超過単位数の表記  

超過分に表される単位数は利用票別表に記載される表記に準じています。 

A：「区分支給限度基準を超える単位数」 

B：「区分支給限度基準を超える単位数」の列に表される「給付管理対象外単位数（処遇改善加算など）」 

 

 

 Point 

    給付管理票に係る単位数  

給付管理に係る単位数は「給付管理」に表示される単位数になります。サービス提供事業所には、こ

の「給付単位数」で請求するよう連絡します。 

 

 Point 

実績を確認したサービス種類および事業

所の行の「実施チェック」設定欄（□）を

直接クリックします。 

例では福祉用具貸与サービスの国

保連請求が 1,500 単位、自費分

として 400単位となります。 

訪問看護サービスは国保連請求が

9,312単位、自費分が 1,556 単

位となります。 

設定後の単位数情報欄 

優先度順位と振り分け単

位数が表示されます。 

Ａ Ｂ 


